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貧栄養な条件におけるヒノキの樹冠の窒素滞留時間と葉寿命
Mean residence time of leaf nitrogen and leaf longevity of hinoki cypress (Chamaecyparis
obtusa) under nutrient-poor soil
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樹木は吸収した窒素を効率的に利用するために、窒素を樹体内に長く保持する仕組みを持つ。樹体の窒素滞留
時間は、葉寿命と窒素引き戻し率によって決まる。樹種間の比較では、貧栄養な土壌条件に葉寿命の長い樹種
がみられる。しかしながら、同一樹種では土壌条件に対して葉寿命や窒素滞留時間をどう変化させているかに
ついての情報は少ない。ヒノキは常緑で葉がりん片状で非常に小さく、葉齢の判別が難しいため葉寿命を知る
ことが難しい。このため、樹冠葉量を年間落葉量で割って葉寿命を算出する。本研究では、京都市北区の天然
更新したヒノキ壮齢林の土壌条件が異なる10地点において、ヒノキの樹冠における窒素滞留時間（leaf-N
MRT）に葉寿命と窒素引き戻し率が及ぼす影響について明らかにした。 
堆積有機物の窒素量をリターフォールの窒素量で割って算出した堆積有機物窒素の平均滞留時間（A0N-MRT）は
5.4～38.3年と広い範囲を示した。これらの値は他の地域のヒノキ林と比べて大きかった。A0N-MRTが長いほ
ど、葉寿命とleaf-N MRTは長くなり、落葉量（葉生産量）、落葉窒素量は小さい傾向を示した。一方、窒素引
き戻し率、樹冠葉量、樹冠窒素量、生葉および落葉の窒素濃度とA0N-MRTとは明らかな関係は認められな
かった。土壌の窒素資源量が乏しいほど葉の生産を小さくして葉寿命を長くしていた。落葉前の窒素引き戻し
率は他の地域のヒノキ林と比べて高かった。窒素引き戻し率はいずれのプロットでも高いため、A0N-MRTと有意
な関係が認められなかったと考えられる。また、壮齢のヒノキ林では、立木密度や土壌条件によらず、樹冠葉
量は一定量に達していると考えられた。以上の結果から、本調査地におけるヒノキは、leaf-N MRTを長くする
ために、まず、窒素引き戻し率を高くし、さらに、林分による土壌の窒素資源量に応じて葉生産量を調節する
ことにより葉寿命を変化させていることが明らかとなった。
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